
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

静
夫
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

７
月
17
日
と
８
月
21
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
の
発
表
に
つ
い
て

　
８
月
６
日
に
宮
崎
県
日
向

灘
沖
で
発
生
し
た
地
震
で
、

気
象
庁
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）
を
発
表
し
、
国
民
に
注

　
折
尾
地
区
の
再
生
・
活
性

化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
お
り
お
未
来
21

協
議
会
で
６
月
、
会
長
職
の

交
代
が
あ
り
、
安
井
紀
義
氏

の
後
任
と
し
て
桑
原
一
夫
氏

（
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
会
長
）
が
就
任
し
た
。

　
桑
原
新
会
長
は
「
折
尾
地

区
の
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
ま
ち
づ
く
り

意
喚
起
を
呼
び
か
け
た
。
避

難
場
所
や
避
難
経
路
、
家
族

や
知
人
と
の
連
絡
方
法
、
家

具
の
固
定
、
非
常
持
ち
出
し

袋
の
準
備
、
水
や
食
料
の
備

蓄
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
地

震
・
津
波
へ
の
備
え
の
再
確

認
、
情
報
の
収
集
な
ど
十
分

留
意
す
る
よ
う
注
意
を
促
し

た
。【
総
務
企
画
課
】

●
「
市
民
い
っ
せ
い
ま
ち
美

化
の
日
」
行
事
へ
の
参
加
協

力
に
つ
い
て

　
10
月
６
日
の
「
市
民
い
っ

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
お
り
お
未
来
21
協
議
会
は
、

折
尾
地
区
住
民
と
北
九
州
市

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
と
実

践
活
動
を
通
じ
、
折
尾
地
区

総
合
整
備
事
業
を
契
機
に
折

尾
地
区
の
再
生
・
活
性
化
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
折
尾
地
区
の
発
展

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

こ
れ
ま
で
折
尾
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
様
々

な
団
体
（
地
元
自
治
区
会
、

折
尾
商
連
及
び
そ
の
他
ま
ち

せ
い
ま
ち
美
化
の
日
」
を
中

心
と
し
た
９
月
か
ら
10
月
の

間
、
地
域
の
道
路
や
公
園
、

河
川
、
海
浜
な
ど
の
一
斉
清

掃
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
参

加
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

【
皇
后
崎
環
境
セ
ン
タ
ー
】

●
自
治
会
・
町
内
会
活
動
の

見
直
し
勉
強
会
で
松
寿
山
自

治
区
会
が
活
性
化
活
動
を
報

告　
８
月
22
日
、
コ
ム
シ
テ
ィ

大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
自
治

会
・
町
内
会
活
動
の
見
直
し

づ
く
り
団
体
）
が
一
つ
に
な

り
、
平
成
18
年
４
月
に
設
立

さ
れ
た
。

　
会
員
は
令
和
６
年
４
月
現

在
で
53
名
、
団
体
・
法
人
会

員
、
個
人
会
員
、
賛
助
会
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
折
尾

地
区
自
治
区
会
連
合
会
・
協

同
組
合
折
尾
商
連
・
折
尾
料

飲
組
合
・
折
尾
二
三
会
・
学

園
都
市
折
尾
開
発
会
議
・
学

校
法
人
福
原
学
園
・
学
校
法

人
折
尾
愛
真
学
園
か
ら
選
出

さ
れ
た
運
営
委
員
で
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　
協
議
会
で
は
、
平
成
18
年

10
月
に
折
尾
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
着
手
し
、

同
20
年
６
月
に
策
定
完
了
。

21
年
９
月
、
折
尾
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、

勉
強
会
で
、
松
寿
山
自
治
区

会
が
「
自
治
区
会
活
性
化
活

動
〜
３
年
間
の
歩
み
〜
」
と

題
し
て
自
治
区
会
役
員
の
中

村
琢
郎
さ
ん
が
活
動
報
告
を

行
っ
た
。
未
加
入
者
へ
の
訪

問
活
動
や
役
員
の
免
除
な
ど

３
年
間
に
及
ぶ
活
動
を
紹
介
。

講
演
後
は
参
加
者
か
ら
質
疑

応
答
も
あ
り
、
有
意
義
な
勉

強
会
と
な
っ
た
。

　
松
寿
山
自
治
区
会
は
昨
年
、

北
九
州
市
自
治
会
総
連
合
会

の
「
町
内
会
魅
力
向
上
運

動
」
事
業
で
、
モ
デ
ル
地
区

に
選
ば
れ
、
８
月
に
松
寿
山

公
園
で
自
治
区
会
Ｐ
Ｒ
を
含

む
イ
ベ
ン
ト
「
松
寿
山
ま
つ

り
」
を
開
催
。
町
内
会
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
経
緯
が

商
業
・
に
ぎ
わ
い
検
討
会
、

折
尾
駅
舎
保
全
・
活
用
事
業

化
検
討
会
の
２
つ
の
検
討
会

を
設
置
し
て
検
討
を
重
ね
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
事
業
の

進
捗
に
合
わ
せ
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
。
住
民
参
加
の

街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
６
年
３
月
５
日
付
で

折
尾
警
察
署
長
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
折
尾
警
察
署
は
、

中
間
市
と
遠
賀
４
町
、
八
幡

西
区
の一部
と
い
う
広
範
囲
を

受
け
持
つ
警
察
署
で
あ
り
、

治
安
維
持
の
責
任
者
と
し
て

そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

あ
る
。

●
区
政
懇
談
会
議
題
提
出

　
令
和
６
年
度
区
政
懇
談
会

（
11
月
20
日
開
催
予
定
）
の

議
題
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

区
役
所
総
務
企
画
課
に
提
出

さ
れ
た
。
議
題
は
以
下
の
と

お
り
。
カ
ッ
コ
内
は
自
治
区

会
。

①
旧
ナ
カ
イ
跡
地
に
つ
い
て

（
大
膳
）

②
福
岡
県
済
生
会
八
幡
総
合

病
院
業
務
開
始
後
に
係
る

児
童
登
下
校
時
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
（
則
松
東
・

則
松
西
・
則
松
団
地
連
名
）

③
市
営
バ
ス
の
路
線
変
更
と

バ
ス
停
変
更
に
つ
い
て

（
光
貞
）

④
小
学
校
区
内
通
学
路
上
の

　
当
署
で
は
、
県
警
の
運
営

指
針
で
あ
る
「
県
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
」
の
た
め
、
高

齢
者
を
狙
っ
た
ニ
セ
電
話
詐
欺

の
予
防
･
検
挙
活
動
や
悲
惨

な
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

交
通
安
全
教
育
や
飲
酒
運
転

の
取
り
締
ま
り
な
ど
、
各
種

警
察
活
動
を
署
員
一丸
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
安
全
で
安
心
な

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

地
域
住
民
の
方
々
の
防
犯
意

公
共
工
事
等
の
事
前
周
知

に
つ
い
て
（
御
開
）

●
地
域
安
全
運
動
第
27
回
水

巻
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
10
月
４
日
、
水
巻
町
中
央

公
民
館
で
地
域
安
全
運
動
第

27
回
水
巻
大
会
が
開
催
さ
れ

る
。
安
全
で
住
み
よ
い
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
住
民
、
自
治
体
、
警
察

の
三
者
が
総
力
を
結
集
し
て
、

地
域
安
全
・
暴
力
追
放
等
を

推
進
し
、
犯
罪
の
な
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
。

八
幡
西
区
、
中
間
市
、
遠
賀

郡
か
ら
総
勢
２
５
０
人
が
参

加
予
定
。

識
や
事
故
・
事
件
の
被
害
に

遭
い
や
す
い
子
供
・
高
齢
者
の

方
々
を
地
域
全
体
で
見
守
る

活
動
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
も

自
治
体
や
関
係
機
関
､
地

域
住
民
の
方
々
と
協
働
し
た

活
動
を
行
い
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
折
尾
の
街
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
各
種
警
察
活
動

への
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

折尾地区自治区会
連合会定例会

松
寿
山
自
治
区
会
が

　活性
化
活
動
を
報
告

自
治
会
・
町
内
会
活
動
の
見
直
し
勉
強
会

お
り
お
未
来
21
協
議
会

会
長
に
桑
原
一
夫
氏
就
任

地
域
住
民
の
方
々
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

折
尾
警
察
署
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7
月
7
日
、
北
九
州
カ
ー

サ
ー
ビ
ス
㈱
で
夏
祭
り
が
あ

り
、
家
族
連
れ
な
ど
２
６
０

人
余
の
来
場
で
賑
わ
っ
た
。

　
こ
の
催
し
は
顧
客
へ
の
感

謝
を
込
め
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の

影
響
に
よ
り
令
和
元
年
7
月

以
来
5
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
無
料
の
焼
き

　
7
月
27
日
、
医
生
丘
市
民

セ
ン
タ
ー
横
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
第
18
回
医
生
丘
ラ
ン
タ
ン

祭
り
（
祭
り
実
行
委
員
会
主

催
、
医
生
丘
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

大
浦
婦
人
会
・
㈱
総
合
シ
ス

テ
ム
共
催
の
ラ
ン
タ
ン
祭
り

が
あ
り
、
浴
衣
姿
の
子
ど
も

た
ち
や
親
子
連
れ
な
ど
で
賑

わ
っ
た
。

　
会
場
の
通
路
に
は
七
夕
飾

　
４
７
４
世
帯
、
１
２

３
５
人
の
自
治
区
会
を

５
町
会
で
構
成
、
18
人

の
役
員
で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
八
幡
西
区
の
最
西
端

に
位
置
し
、
水
巻
町
と

隣
接
。
昭
和
50
年
代
か

ら
入
居
が
始
ま
り
、マ

ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、

サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

な
ど
親
子
で
遊
べ

る
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
野
菜
や
花
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
が
並

び
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
男
・
女

シ
ン
ガ
ー
の
歌
や

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

な
ど
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
無
料
手

洗
い
洗
車
コ
ー

ナ
ー
や
お
楽
し
み

工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な

企
画
の
感
謝
祭
と
な
っ
た
。

り
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

最
後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
で

終
了
し
た
。

後
、
境
内
で
子
ど
も
た
ち
が

演
じ
る
「
浦
安
舞
」
の
奉
納

や
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
の
神

ど
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
勉

強
を
進
め
、
後
半
は
レ
ク
リ

　
7
月
27
日
、
折
尾
東
市
民

セ
ン
タ
ー
（
寺
本
裕
美
館

そ
ば
、
か
き
氷
、
綿
菓
子
の

コ
ー
ナ
ー
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、

キ
ャ
ン
デ
ー
つ
か
み
取
り
、

り
や
中
国
ラ
ン
タ
ン
が
飾
ら

れ
、
飲
み
物
や
食
べ
物
、
オ

モ
チ
ャ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
行

商
店
も
な
い
閑
静
な
住
宅
街
。

●
年
間
行
事
は

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

〈
５
月
〉、
ま
ち
美
化
一
斉
清

掃
〈
６
・
10
月
〉、
夏
休
み

ラ
ジ
オ
体
操
〈
７
・
８
月
〉、

納
涼
祭
〈
８
月
〉、
敬
老
ふ

れ
あ
い
懇
親
会
〈
9
月
〉、

歳
末
自
主
防
犯
夜
警
〈
12

月
〉、
ど
ん
ど
焼
き
〈
１
月
〉

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
自
治
区
会
活
動
の
奥
深
さ

と
広
さ
を
再
認
識
し
、
周
り

の
協
力
を
い
た
だ
き
活
動
中
。

少
子
高
齢
化
が
加
速
度
的
に

進
む
中
、
社
会
福
祉
協
議

会
・
福
寿
会
等
と
連
携
を
密

に
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組

み
、
高
齢
者
に
優
し
い
街
を

目
指
す
。
一
方
で
は
、
若

者
・
壮
年
者
の
力
を
借
り
、

自
治
区
会
の
若
返
り
も
す
す

め
た
い
。

列
も
で
き
、
遊
具

公
園
に
は
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
も
出
店
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、

本
城
東
・
本
城
西

幼
稚
園
、
キ
ッ
ズ

ビ
ク
ス
ほ
ん
じ
ょ

う
、
医
生
丘
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
演
技
や

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
藤

雄
介
歌
謡
シ
ョ
ー
、

浅
川
太
鼓
、
よ
さ

こ
い
踊
り
、
総
踊

 

7
月
15
日
、
日
峯
神
社
で

御
獅
子
祭
が
行
わ
れ
、
祭
典

や
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
が

行
わ
れ
た
。

 

御
獅
子
祭
は
、
夏
の
暑
い

季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

病
気
、
ケ
ガ
、
災
難
が
な
く
、

無
事
に
夏
を
越
せ
る
よ
う
に

と
お
祈
り
を
す
る
祭
り
で
、

夏
越
祭
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 

本
殿
で
祭
典
が
行
わ
れ
た

　
7
月
22
日
か
ら
8
月
6
日

ま
で
の
12
日
間
、
折
尾
ま
ち

づ
く
り
記
念
館
（
片
山
恭
子

館
長
）
で
夏
休
み
ま
な
び
の

教
室
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
自
主
学
習
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
た
。
朝
9
時
半
に
集
合
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
始
ま
り

の
会
や
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、

自
主
学
習
を
開
始
。
分
か
ら

な
い
問
題
や
難
し
い
問
題
な

●
信
条
、
モ
ッ
ト
ー
な
ど

　
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は

な
い
、
や
ら
ず
に
で
き
る
わ

け
が
な
い
。

●
健
康
法
や
趣
味
は

　
健
康
法
＝
早
朝
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
１
回
／
週
の
緑
の

お
じ
さ
ん
。
趣
味
＝
古
希
ま

で
は
魚
釣
り
、
今
は
少
し
ば

か
り
の
家
庭
菜
園

●
こ
れ
か
ら
の
自
治
区
会
活

動
に
望
む
こ
と
な
ど

　
自
治
区
会
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
（
少
子
高
齢
化
）

に
は
逆
ら
わ
ず
、
高
齢
者
・

若
者
の
笑
い
声
が
聞
か
れ
る

地
域
に
し
た
い
。

事
が
あ
り
、
参
拝

者
は
扇
と
鈴
の
舞

い
を
見
学
し
、
茅

の
輪
を
く
ぐ
り
な

が
ら
無
病
息
災
を

祈
っ
た
。

　
午
後
か
ら
は
境

内
で
恒
例
の「
ひ
の

み
ね
マ
ル
シ
ェ
」が

あ
り
、
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
や
地
元

の
竹
藩
カ
レ
ー
、

実
行
委
員
会
の
テ

ン
ト
が
並
び
親
子

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
だ
。
最
終
日

の
8
月
6
日
は
み

ん
な
で
う
ど
ん
打

ち
を
体
験
。
う
ど

ん
作
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が

ら
、こ
ね
た
り
切
っ

た
り
と
四
苦
八
苦
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
「
う
ど
ん
の

先
生
！
」
と
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

何
と
か
完
成
に
こ

連
れ
な
ど
多
く
の
参
拝
者
で

賑
わ
っ
た
。

ぎ
つ
け
た
う
ど
ん
作
り
。
夏

休
み
の
楽
し
い
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

長
）
で
折
尾
東
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
茂
岡
重
男
会
長
）

主
催
の
オ
リ
ヒ
ガ
子
ど
も
夏

ま
つ
り
が
あ
り
、
60
人
の
子

ど
も
た
ち
が
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
多
目
的

ル
ー
ム
で
射
的
や
バ
ッ
コ
ー
、

輪
投
げ
の
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
だ
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
で
ラ
ッ

キ
ー
パ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
の
お
菓
子
を

ゲ
ッ
ト
し
、
調
理

室
で
モ
コ
モ
コ
ス

ラ
イ
ム
作
り
を
楽

し
ん
だ
。

北九州カーサービス(株)18  

日峯神社折尾まちづくり記念館

最終日は
「うどん打ち」
を体験

折尾東まちづくり協議会

オリヒガ
子ども
夏まつり

浅
川
イ
ト
ー
ピ
ア
自
治
区
会
　
会
長
　
伊
藤
　邦
晴 

さん
（
76
歳
）

高
齢
者
・
若
者
の

笑
い
声
が
聞
か
れ
る
地
域
に

区会長さんこんにちは○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年７人の新区会長さんが誕生。今回は４人を紹介。118

スタンプラリーでゲームを楽しむ子どもたち ボウルでうどんをこねる子どもたち

七夕飾りや中国ランタンをバックに記念撮影する親子連れ

来客で賑わう夏まつり会場

境内石段の特設席でおごそかな「浦安舞」を見守る観客

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。

医生ケ丘３-２６
産業医大前交番横

電　話　６０３-６７１１

上　野　歯　科

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４
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４
７
４
世
帯
、
１
２

３
５
人
の
自
治
区
会
を

５
町
会
で
構
成
、
18
人

の
役
員
で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
八
幡
西
区
の
最
西
端

に
位
置
し
、
水
巻
町
と

隣
接
。
昭
和
50
年
代
か

ら
入
居
が
始
ま
り
、マ

ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、

　
１
０
９
６
世
帯
の
自

治
区
会
を
８
町
会
で
構

成
、
12
人
の
役
員
で
運

営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
会
員
世
帯
数
が
多
く
、

各
町
会
が
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
交
流

　
４
０
１
世
帯
の
自
治

区
会
を
３
町
会
で
構
成
、

７
人
の
役
員
で
運
営
。

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
Ｊ
Ｒ
折
尾
駅
か
ら
南

側
の
自
治
区
会
、
町
に

　
各
町
会
が
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
る
と
思
う
。
町
会
へ

の
加
入
率
低
下
、
現
状
維
持

が
精
一
杯
の
状
況
の
中
で
、

い
か
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
形
で

各
町
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
か
、
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
責
務
と
考
え
て
い
る
。

●
信
条
・
モ
ッ
ト
ー
・
座
右

焼
き
〈
１
月
〉

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
ど
う

す
れ
ば
若
い
世
代
の
協
力
や

参
加
が
得
ら
れ
る
か
思
案
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
信
条
・
モ
ッ
ト
ー
・
座
右

の
銘
な
ど

●
自
治
区
会
の
特
徴
は

　
則
松
団
地
だ
け
の
自
治
区

会
。
月
１
回
の
外
掃
除
、
年

２
回
の
全
体
清
掃
が
あ
り
、

年
配
者
の
方
々
も
参
加
。

●
年
間
行
事
は

　
月
１
回
の
外
掃
除
、
年
２

回
の
全
体
清
掃
が
主
な
年
間

行
事
。

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
る

商
店
も
な
い
閑
静
な
住
宅
街
。

●
年
間
行
事
は

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

〈
５
月
〉、
ま
ち
美
化
一
斉
清

掃
〈
６
・
10
月
〉、
夏
休
み

ラ
ジ
オ
体
操
〈
７
・
８
月
〉、

納
涼
祭
〈
８
月
〉、
敬
老
ふ

れ
あ
い
懇
親
会
〈
9
月
〉、

歳
末
自
主
防
犯
夜
警
〈
12

月
〉、
ど
ん
ど
焼
き
〈
１
月
〉

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

　
自
治
区
会
活
動
の
奥
深
さ

と
広
さ
を
再
認
識
し
、
周
り

の
協
力
を
い
た
だ
き
活
動
中
。

少
子
高
齢
化
が
加
速
度
的
に

進
む
中
、
社
会
福
祉
協
議

会
・
福
寿
会
等
と
連
携
を
密

に
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組

み
、
高
齢
者
に
優
し
い
街
を

目
指
す
。
一
方
で
は
、
若

者
・
壮
年
者
の
力
を
借
り
、

自
治
区
会
の
若
返
り
も
す
す

め
た
い
。

を
図
っ
て
い
る
。

●
年
間
行
事
は

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

〈
春
・
秋
〉、運
動
会〈
隔
年
〉、

敬
老
会〈
隔
年
〉、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
〈
２
月
〉、
区
会
・

町
会
役
員
研
修
会
、
そ
の
他

各
町
会
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

●
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と

は
鷹
見
神
社
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
東
筑
高
校
等
が
あ

り
、
近
年
は
折
尾
駅
周
辺
の

開
発
で
区
画
整
理
や
道
路
の

整
備
等
が
進
ん
で
い
る
。

●
年
間
行
事
は

　
盆
踊
り
大
会
〈
８
月
〉、

敬
老
会
〈
９
月
〉、
町
内
一

斉
清
掃
〈
10
月
〉、
ど
ん
ど

　
１
４
８
世
帯
の
自
治
区
会

を
３
町
会
で
構
成
、
10
人
の

役
員
で
運
営
。

●
信
条
、
モ
ッ
ト
ー
な
ど

　
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は

な
い
、
や
ら
ず
に
で
き
る
わ

け
が
な
い
。

●
健
康
法
や
趣
味
は

　
健
康
法
＝
早
朝
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
１
回
／
週
の
緑
の

お
じ
さ
ん
。
趣
味
＝
古
希
ま

で
は
魚
釣
り
、
今
は
少
し
ば

か
り
の
家
庭
菜
園

●
こ
れ
か
ら
の
自
治
区
会
活

動
に
望
む
こ
と
な
ど

　
自
治
区
会
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
（
少
子
高
齢
化
）

に
は
逆
ら
わ
ず
、
高
齢
者
・

若
者
の
笑
い
声
が
聞
か
れ
る

地
域
に
し
た
い
。

の
銘
な
ど

　「
自
助
協
力
」　
協
力
の
花

は
自
助
の
根
か
ら
、
自
己
を

助
け
る
も
の
は
自
己
な
り
。

●
健
康
法
・
趣
味

　
健
康
法
は
特
に
な
し
。
美

味
し
く
楽
し
い
お
酒
が
飲
め

れ
ば
幸
せ
。
時
々
飲
み
過
ぎ

ま
す
が（
笑
）

●
区
会
活
動
に
望
む
こ
と

　
高
齢
化
に
よ
る
負
担
増
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
と
し

て
担
う
区
会
機
能
の
限
界
に

つ
い
て
検
討
し
、
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

何
事
も
焦
ら
ず
、
平
常
心
で

臨
む
こ
と
。

●
健
康
法
・
趣
味

　
野
菜
作
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
。

●
区
会
活
動
に
望
む
こ
と

　
自
治
区
会
役
員
や
福
祉
協

力
員
、民
生
委
員
、婦
人
会
、

老
人
会
等
と
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し

て
い
き
た
い
。

の
で
、
自
治
区
会
連
合
会
や

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
の
会

合
へ
の
参
加
が
難
し
い
。

●
健
康
法
・
趣
味

　
ス
ト
レ
ス
解
消
法
と
し
て

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
海
や
山
の

景
色
を
見
に
行
く
こ
と
。

●
区
会
活
動
に
望
む
こ
と

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
自
治
区

会
も
高
齢
化
し
て
い
く
の
で
、

自
治
区
会
役
員
の
選
出
が
難

し
く
な
る
。
現
役
世
代
の

方
々
の
自
治
区
会
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
が
望
ま
れ
る
。

輪
投
げ
の
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
だ
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
で
ラ
ッ

キ
ー
パ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
の
お
菓
子
を

ゲ
ッ
ト
し
、
調
理

室
で
モ
コ
モ
コ
ス

ラ
イ
ム
作
り
を
楽

し
ん
だ
。

折
尾
東
自
治
区
会
　
会
長
　
大
庭
　武
司 
さん
（
77
歳
）

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に尽力

し
た
い

則
松
団
地
自
治
区
会
　
会
長
　
和
田
　幸
三 

さん
（
66
歳
）

高
齢
化
に
対
応
で
き
る

自
治
区
会
を
目
指
し
て

折
尾
北
自
治
区
会
　
会
長
　
末
吉
　隆
一 

さん
（
68
歳
）

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
のバッ

ク
ア
ッ
プ
を
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スタンプラリーでゲームを楽しむ子どもたち

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

セ
ー
ヌ
沿
ひ
街
路
の
日
陰
五
輪
の
走

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

谷
川
に
足
首
ひ
た
し
猛
暑
避
く

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

勝
ち
組
に
遠
慮
勝
ち
に
に
い
に
い
蝉
も

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

内う
ち
ま
た股
を
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
暑
さ
か
な

長
田
　
正
幸
（
光
貞
台
）

手
花
火
の
会
話
が
は
ず
む
庭
先
に

百
崎
　
良
雄
（
浅
川
学
園
台
）

灼
熱
の
甲
子
園
の
球
児
等
よ

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
八
十
路
の
我
は
涙
し
て
観み

る

平
凡
に
喜
寿
を
賜
る
暮
ら
し
あ
り

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
大
安
心
の
我
楽
多
の
山

若
き
日
に
命
燃
や
し
た
九
重
阿
蘇

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
年
を
重
ね
て
感
謝
で
眺
め
る

夕ゆ
う
ば
え映
に
鳥と

り

鳴な

き
帰
る
日ひ

ぐ暮
れ
道

田
代
　
倫
子
（
則
　
松
）

　
　
み
ん
な
集つ

ど

い
て
一
家
だ
ん
ら
ん

ペ
イ
ペ
イ
に
主
役
を
譲
る
新
紙
幣

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

物
価
高
だ
ま
っ
て
過
ぎ
る
年
金
者

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

交
流
の
午
後
の
紅
茶
に
わ
く
わ
く
し

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

ひ
な
の
名
に
あ
ら
ず
大
鷲
銅
つ
か
む

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

背
も
た
れ
に
見
抜
か
れ
て
い
る
夏
疲
れ

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

敬
老
日
ま
だ
ま
だ
若
い
美
男
美
女

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

ザ
ワ
ザ
ワ
と
台
風
過
ぎ
た
庭
の
虫

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

理事長・院長　田中　弘
北九州市八幡西区力丸町 11ｰ22

内科・腎臓内科・人工透析
医療法人
医生ヶ丘クリニック

TEL：093ｰ601ｰ5555

■福岡県知事許可（1）第16450号
■（社）福岡県宅地建物取引業協会会員

八幡西区千代ヶ崎2-2-14　スタディハイツⅡ1F
TEL（093）555-4840　FAX（093）777-2337

E-mail:main@daigaku-mae.com
http://daigaku-mae.com/

大学前不動産株式
会社

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

　機
嫌
が
悪
く
て
周
り
に
迷
惑
を
か
け
許
さ
れ
る
の
は
子

ど
も
の
時
だ
け
で
す
。
も
と
も
と
機
嫌
の
語
源
は
仏
教
で
、

常
に
人
が
不
愉
快
と
思
う
よ
う
な
言
動
や
行
動
は
慎
む
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
、
よ
い
縁
（
偶
然
）
に
巡
り
合
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

「
大
人
な
ら
自
分
の
機
嫌
は
自
分
で
と
る
」



な
わ
ち
「
九
州
の
官
兵
よ
ろ

し
く
承
知
し
、
不
日
の
勲
功

夜
を
満
喫
し
た
。

　
夏
の
厄
除
け
祈
願
の
神
事

山
」が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
、

「
大
蛇
」
の
舞
で
締
め
く

経
は
屋
島
に
向
い
平
家
軍
と

対
す
。

の
賞
を
全
う
す
べ

し
–
前
右
衛
門
佐

源
朝
臣
…
」
と
。

　
日
付
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
が
、

こ
の
頃
、
お
く
れ

ば
せ
な
が
ら
、
義

経
は
四
国
の
屋
島

に
い
る
平
家
軍
の

追
討
に
向
か
わ
さ

れ
て
い
る
。

　「
参
河
守
は
九

国
に
向
い
、
九
郎

判
官
（
義
経
）
を

も
っ
て
四
国
に
遣

わ
さ
る
る
と
こ
ろ

な
り
」
と
。

二
月
十
六
日
　
義

人
た
ち
に
、
範
頼
へ
の
協
力

を
強
く
下
知
し
て
い
る
。

　
そ
の
下
知
に
よ
っ
て
、

　「
臼
杵
惟
隆
、
緒
方
惟
栄

ら
、
参
州
の
命
を
含
み
、
八

十
二
艘
の
兵
船
を
献
ず
。
ま

た
周
防
国
の
住
人
宇
佐
那
木

遠
降
兵
糧
米
を
献
ず
。
こ
れ

に
よ
っ
て
参
州
ト
モ
を
解
き
、

豊
後
国
に
渡
る
。
同
時
に
進

み
渡
る
輩
（
人
名
省
略
）
…
」

　
こ
の
と
き
、
全
部
が
九
州

に
渡
っ
た
の
で
な
く
、
一
部

は
周
防
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

▼
一
月
二
十
六
日
　
参
州
豊

後
国
に
渡
る
。
北
条
小
四
郎

く
っ
た
。
勇
壮
、
華
麗
な
舞

い
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
湧
き
起
こ
っ
て
い
た
。
閉

会
挨
拶
の
後
、
恒
例
の
餅
ま

き
が
あ
り
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
た
。

　
7
月
13
日
、
14
日
、
則
松

山
笠
が
町
内
を
駆
け
抜
け
た
。

　
初
日
、
午
後
か
ら
の
強
い

は
あ
っ
て
も
、
上
陸
地
点
の

地
名
は
何
も
書
い
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
思
う
に
「
豊
後
の
御
家
人

の
協
力
で
九
州
に
渡
っ
た
」

こ
と
を
、「
豊
後
に
渡
る
」

と
表
現
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
こ
の
辺
が
「
九
州
」「
本

城
」
の
い
ず
れ
を
問
わ
ず
、

ま
た
「
期
間
」
を
算
定
す
る

ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
あ
る
。

二
月
九
日
　
屋
島
の
戦
い
で

義
経
軍
大
勝

三
月
二
十
四
　
壇
の
浦
合
戦

　
三
月
八
日
の
„
屋
島
“
の

あ
と
、
十
六
日
経
過
し
て
い

る
が
、
平
家
軍
は
最
後
の
拠

所
と
し
て
、
現
在
の
門
司
の

大
里
に
安
徳
天
皇
の
行
在
所

を
設
け
て
い
る
。
こ
の
内
裏

が
、
の
ち
大
里
の

地
名
と
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
四
月
一
日
、
義

経
の
戦
勝
報
告
が

鎌
倉
へ
。
一
週
間

位
で
届
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
当
時

と
し
て
は
急
行
便

と
い
え
る
。

【
一
一
八
五
】
年
代

一
一
八
五
年
（
文
治
元
年
）

　
7
月
27
日
、
第
46
回
折
尾

神
楽
夏
越
祭
（
折
尾
神
楽
保

存
会
、
折
尾
平
成
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
折
尾

西
公
園
に
は
神
楽
の
お
囃
子

が
響
き
、
多
く
の
観
客
で
賑

わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
日
暮
れ
前
か

ら
親
子
連
れ
や
浴
衣
姿
の
観

客
が
続
々
と
訪
れ
、
神
楽
の

あ
と
は
、
そ
の
没
収
領
を
与

え
る
と
約
束
し
て
い
る
。
す

　
正
月
頼
朝
九
国

（
九
州
）
の
家
人

ら
に
下
文
を
遣
わ

す
。

　「
早
く
鎌
倉
殿

の
御
家
人
と
し
て
、

か
つ
は
本
所
（
領

地
）
を
安
堵
し
、

か
つ
は
参
河
守
の

下
知
に
随
い
、
同

心
合
力
し
、
朝
敵

平
家
を
追
討
す
べ

き
事
」

　
こ
の
種
の
九
州

御
家
人
へ
の
下
知

は
、
こ
の
頃
度
々

出
さ
れ
て
お
り
、

平
家
を
討
伐
し
た

　
進
退
の
は
な
ば
な
し
い
義

経
に
く
ら
べ
、
範
頼
の
九
州

討
伐
は
、
一
向
に
は
か
ば
か

し
く
な
い
。そ
れ
に
つ
い
て
、

「
参
州
、
周
防
国（
山
口
）よ

り
赤
間
関（
下
関
）に
至
り
、

そ
の
所
よ
り
渡
海
せ
ん
と
欲

す
。
し
か
る
に
糧
食
無
く
、

船
無
く
…
」と
、ま
た
周
防

ま
で
退
却
し
た
り
し
て
い
る
。

　
士
気
も
お
と
ろ
え
、「
お

の
お
の
本
国
を
恋
い
過
半
は

の
が
れ
帰
ら
ん
と
欲
す
」
と

東
国
に
逃
げ
帰
ろ
う
と
す
る

者
も
出
て
い
る
様
子
で
あ
り
、

こ
う
し
た
報
告
を
受
け
た
頼

朝
は
さ
ら
に
、
九
州
の
御
家

「
茅
の
輪
く
ぐ

り
」
の
後
、
途

中
、
主
催
者
挨

拶
や
来
賓
挨
拶

を
挟
み
な
が
ら
、

折
尾
神
楽
保
存

会
の
お
祓
い
神

楽
「
塩
祓
い
」、

神
楽
奉
納
「
八

幡
」、
中
間
市

梅
安
天
満
宮
の

巫
女
神
楽
「
浦

安
の
舞
」、
神

楽
奉
納
「
鈴
鹿

先
登
せ
し
む
。

　
こ
の
渡
海
に
際
し
、
平
家

軍
と
小
競
り
合
い
が
起
き
て

い
る
記
事
が
あ
る
。「
し
か

る
に
今
日
、
芦
屋
の
浦
に
お

い
て
大
宰
少
弐
原
田
種
直
、

賀
摩
兵
衛
尉
ら
随
兵
を
引
き

て
挑
み
戦
う
」
と
。
こ
こ
で

判
ら
な
い
の
は
、
豊
後
の
方

（
大
分
）
に
渡
る
の
に
、
な

ぜ
芦
屋
の
浦
で
海
戦
が
起
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
下
関
か

ら
豊
後
水
道
を
南
下
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
っ
て
、
反
対
方

向
の
芦
屋
に
な
ぜ
－
と
疑
問

が
起
こ
る
。
芦
屋
に
回
っ
た

と
す
れ
ば
、「
本
城
に
在
陣
」

す
る
た
め
の
航
路
と
し
て
は

う
な
ず
け
る
が
、
こ
の
辺
が

は
っ
き
り
し
な
い
。

　
吾
妻
鑑
に
は
「
豊
後
」
と

雨
で
出
発
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、

シ
ー
ト
を
施
し

た
提
灯
山
笠
が

雨
に
濡
れ
な
が

ら
も
予
定
ど
お

り
出
発
。
太
鼓

と
鉦
の
音
頭
に

励
ま
さ
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
た

ち
が「
オ
イ
サ
、

オ
イ
サ
」の
掛

け
声
で
元
気
よ

く
山
を
曳
き
、

町
内
を
練
り
歩

い
た
。

　
本
紙
で
過
去
に
掲
載
し
た
歴
史
随
筆
を
数
回
に
分
け
て

紹
介
し
た
い
。

　
当
時
の
本
紙
初
代
主
宰
、
故
白
石
止
が
し
た
た
め
た
も
の

で
、
内
容
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
説
と
し

て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

郷
土
の
歴
史
考
②

【昭和55年5月15日第46号掲載】

“花の期間” は九ヵ月？
源範頼の九州（本城）駐留考随筆

折尾神楽夏越祭

オイサ！
オイサ！

毎年変化していく「大蛇」の舞

雨の中を元気よく走る則松山笠

城があったとされる八剣神社裏手
（「折尾駅周辺の史跡巡り」より抜粋）

折
尾
警
察
署

東
筑
中
学

九
州
鉄
道

創業60年

自動車整備士さん募集中!!
　　　　（家庭的な雰囲気です♪） 配車室㈹ ☎ 691－1152

水巻町吉田東4-2-23
毘沙門堂大祭

福岡県北九州市八幡西区則松 240－1
http://bishamondou.com　　093-601-9830

午前 10：00　大般若六百巻転読法要
午後 13：30　柴灯大護摩供（火渡り修行）

火渡り修行
11月3日（文化の日）

毘沙門堂
八幡西区美吉野町 4-30
☎（093）691-1369

新築・増改築・修繕
まごころと技術の住まいづくり 浅 川 学 園 台

在宅クリニック

通院が難しい方に訪問診療を行います。

月・火・木・金／8：30～17：30
水・土／8：30～12：30
日・祝日休診　※外来予約制

ホームページは
　こちらから→

小池学園そば☎600-2717

内　　　科 脳神経外科神 経 内 科
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